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アナログ回路とディジタル回路に共通の基本的な回路図の描き方を解説します．
　〈編集部〉

回路図に絶対ルールはない

　回路図記号には，JIS C 0617およびIEC 60617に準拠した記号や，会社ごとに決まった
記号があります．国際的な学会などに使う図面であればIEC 60617に準拠すべきと考えま
すが，IECの図記号には歴史的な経緯を無視した直感的でない記号，例えば抵抗が長方形
であるなどを定義していることもあり，多くの会社が回路図に使う図記号とは一致しませ
ん．
　回路図の描き方も図記号と同じで，会社ごとのローカル・ルールがたくさん存在します．
描き方のコモン・センスはありますが，万人のルールがあるわけではありません．
　回路図は，あくまでも技術者同士で図面の解釈に誤解が生じないように描くのが基本で
す．これから紹介するのも，決して国際的なルールではなく，多くの技術者が使っている
であろう描き方の一例です．
　皆さんの会社の回路図は，これから紹介する描き方には従っていなかったり，禁止され
ていたりするかもしれません．だからといって，会社の図面が間違っているわけでも，紹
介した描き方が間違っているわけでもありません．会社で回路図を描くときは，会社のル
ールに従ってください．

回路図の描き方 7つの作法

●①電位が高いほうを上にする
図1に示すように，正電圧（＋5 V）が上，負電圧（−5 V）を下にして描きます．グラウ

ンドは自由に配置しても構いません．
読みにくいのは，負電圧が上になっていて，正電圧が下になっている回路図です．仮に

回路図の電源端子に電圧値（−5 Vなど）を記載しても，多くの技術者は直感的に正電圧が
上になっていると考えます．なぜなら，電位が高いほうを上に描くのがコモン・センス（常
識）だからです．これが逆だと，回路の読み間違いが生じます．
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基本的な回路図の描き方の作法
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